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 関東甲信地域では、今年の梅雨入り（6 月 10 日）は、ほぼ平年（6 月 7 日頃）

並みでしたが、晴天・高温の日も多く、「結構体に応えるなぁ」と思っていたの

ですが、梅雨明け（7 月 18 日）後は更に暑さを増し、私は外でランニングをす

る日が格段に減っています。皆様お元気でお過ごしでしょうか。 
 気象庁が発表した最新の長期予報によると、2025 年の 6 月から 8 月にかけて

の気温は、全国的に平年より高くなると予想されています。これは、地球温暖化

の進行に加え、ラニーニャ現象（太平洋赤道域の中部から東部にかけて、海面水

温が平年より低くなる状態が続く現象。この影響で、インドネシア近海の海水温

は逆に高くなり、活発な積乱雲が発生し、これが大気の流れを変え、日本付近で

は太平洋高気圧が北へ強く張り出しやすくなる）の影響が重なるためです。日本

全体が、暖かい空気に覆われやすくなるとのことです。 
 ところで、こうした猛暑に見舞われているのは、日本だけではありません。ヨ

ーロッパでは、日本以上の猛暑に見舞われています。例えば、スペイン南部のポ

ルトガルとの国境の街である”El Granado”（エルグラナド）では、6 月の気温と

してはスペイン史上最高の 46℃を記録しました。その他の欧州各国でも、軒並

み 30～40℃台の気温を記録しており、山火事などの自然災害が起こるとともに、

熱中症患者も増え、学校の休校措置なども取られているようです。 
 ところで、英国も、他の欧州諸国同様の猛暑に見舞われています。英国公共放

送 BBC のインタビューを受けたあるアメリカ人は、「英国には、一般家庭にエ

アコンが付いていないことが多い。信じられない。」と言っていました。ちなみ

に、私が英語を習っている British Council の英国人に聞いたところ、彼の実家

でもエアコンは付いておらず、「暑い日は、氷を買ってきて、その後ろに扇風機

を置き、部屋を涼しくする」と言っていました（本当に涼しくなるのかなぁ）。 
 British Council で、暑さにまつわる二つのフレーズを教えてもらったので、

皆様にご披露します。 
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⑴ Mad dogs and Englishmen go out in the midday sun. 
「英国人差別か！」とお叱りを受けそうなフレーズですが、これは、1931 年

に、英国人の俳優・作家・脚本家・演出家である Sir Noël Coward（ノエル・

カワード卿）が発表した歌のタイトルです。「頭のおかしい犬と英国人しか、

日中外に出ていかない」というフレーズが繰り返されます。歌の中では、

Englishmen detest a siesta（英国人はシエスタ（昼寝）が嫌い）とも歌われ

ています。まあ、英国人特有のユーモア、ということなのでしょう。 
大変古い歌なので、YouTube で Sir Noël Coward の歌を無料で聞くこともで

きますが、大変早口なので歌詞を理解するのは大変です。 
（https://www.youtube.com/watch?v=KkEd3WgR8qw） 

⑵ If you can’t stand the heat, get out of the kitchen. 
文字通り訳せば、「熱さにたえられないなら厨房から出て行け」ということに

なりますが、このフレーズは、「仕事の厳しさに耐えられないなら、その仕事

はやめよ」という意味に使われるそうです。私は今のところ、「厨房の暑さ」

に耐えられているようです。 
 以下、7 月の主な活動についてご報告申し上げます。 
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[主要な活動内容] 
 
1 講演会等の開催 

7 月は、4 件のビジネス講演会を開催いたしました。いずれも、お忙しい中、

多数の皆様にご参加いただき、誠にありがとうございました。 
8 月は、多くの皆様が夏休みを取られるため、例年に倣い、講演会は行いま

せん。なお、9 月には、Zoom ライブ配信による講演会を実施する予定です。

逐次参加募集を行う予定ですので、皆様のご参加をお待ちしております。 
 
2 寺嶋 清隆 理事長による記者会見及び関係先挨拶 
  6 月 20 日（金）の定時理事会で理事長に就任された寺嶋清隆新理事長によ

る記者会見及び関係先挨拶が、7 月 2 日（水）から 7 月 24 日（木）にかけて

行われました。 
 7 月 2 日（水）の記者会見では、寺嶋理事長は、「エンジニアリング業界と

して脱炭素化社会の実現や社会課題の解決に向けて貢献していく」「エンジニ

アリング業界の魅力を積極的に発信し、多くの優秀な人材を確保･育成する」

との見解を述べられました。 
  ご挨拶に伺った方々は、経済産業省 伊吹英明製造産業局長、村瀬佳史資源

エネルギー庁長官、外務省 岩本桂一領事局長、株式会社国際協力銀行 林信

光代表取締役総裁、株式会社日本貿易保険 黒田篤郎代表取締役社長です。 
皆様お忙しい中、時間を割いてお会いいただきました。 

 
3 野村竜一 気象庁長官へのご訪問 
 7 月 10 日（木）に、野村竜一気象庁長官にお会いする機会を得ました。実 

は、野村長官は、当協会事務局のある職員とプライベートのお付き合いがあり、

そのご縁でお会いすることができました。 
 野村長官には、気象庁の活動に関して、同庁専門家から協会にてご講演いた

だくことをお願いし、快くお引き受けいただきました。 
  ちなみに、皆様は気象庁の所在地はご存じでしょうか。気象庁は、国土交通

省の外局ですが、霞が関ではなく神谷町にあります。気象庁があるビル内には、

「港区立みなと科学館」及び「気象庁 気象未来館」があります。プラネタリ

ウム以外入場無料ですので、当協会にお越しになった折などに、ちょっと覗い

てみられてはいかがでしょうか。 
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4 会員企業トップインタビューの実施 
  7 月 28 日（月）に、五洋建設株式会社 代表取締役社長の清水琢三様にイ

ンタビューを行いました。 
  五洋建設様は、1896 年に広島県呉市で創業された老舗企業であり、「海の土

木」から始まり、今や国内土木、国内建築、国際の三部門がバランスよく利益

貢献する会社に成長されています。 
  インタビュー記事が出来上がり次第、当協会の WEB に掲載する予定です。 
 
5 2025 年度 エンジニアリング功労者等表彰式及び懇親会の開催 
  寺嶋清隆新理事長の就任披露も兼ねて、エンジニアリング功労者等表彰式

及び懇親会を、7 月 22 日（火）に第一ホテル東京（新橋）で実施いたしまし

た。 
  今年は、エンジニアリング功労者賞（グループ表彰）18 件、エンジニアリ

ング功労者賞（個人表彰）1 件及びエンジニアリング奨励特別賞 7 件の表彰を

執り行いました。 
  懇親会は、受賞された方々を中心にエンジニアリング企業の幹部の皆様の

ほか、ご来賓として、経済産業省の伊吹英明製造産業局長にもお越しいただき

「夏の賀詞交歓会」といった様相となりました。 
 
6 その他 
  東日本大震災（2011 年）を予言したとして一部で注目された女性漫画家

が、その著作の中で、「2025 年 7 月に、日本とフィリピンの中間あたりの海

底火山が爆発し、東日本大震災の 3 倍はあろうかというほどの巨大な津波

が日本に押し寄せる」という予知夢を見た、と書き、日本のみならず香港で

大騒ぎとなり、香港からの訪日客が減った、という話をご存じでしょうか。

始めは、「7 月 5 日に大災害が起こる」という話だったのですが、その後、

「7 月中」ということになり、更に「7 月ではなく 8 月だ」ということを言

う人もいるようです。 
  私は、この話を全く知らず、7 月 6 日に教えてもらいました。野村竜一気

象庁長官にお会いした際に、この話を聞いたのですが、野村長官は、「『現在

の科学的知見では、日時と場所、大きさを特定した地震予知は不可能であり、

そのような予知の情報はデマと考えられる』と何度もマスメディアに話をし

たのだが、一向に騒ぎが収まらなかった」とおっしゃっていました。 
  そもそも夢で地震が予言できる、ということを信じる人がいること自体、

私には信じられないのですが、過去を振り返れば、こうした「偽情報」や「陰

謀論」を信じてしまう人は一定割合いました。例えば、私が高校生の頃（昭
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和 40 年代後半です）から、「ノストラダムスの大予言」という話が流行し、

「1999 年７の月、空から恐怖の大王が降りてくる(人類は滅亡する)」という

内容の本がベストセラーになり、テレビ番組でも、再三この話を取り上げて

いました。当然、1999 年 7 月になっても人類は滅亡せず、その後は曖昧に

なってしまいました。 
  何故、多くの人がこうした話を信じてしまうかについては、様々な研究が

なされています。古典的な名著とされているのが、1956 年に刊行された「予

言がはずれるとき」（ヘンリー・W・リーケン他著）です。1950 年代の米国

中西部で、一人の女性予言者が、「『1954 年 12 月 21 日に壊滅的な大洪水が

起こる』という宇宙人からの交信を受けた」という話を信者にし、これを信

じた信者たちは、大洪水が起こった際に宇宙人に助けてもらうべく、一か所

に集まっていた、という出来事を、著者が信者のふりをして実際に観察した、

という研究です。当然何も起こらなかったのですが、信者たちは信仰を捨て

るどころか信仰を更に深くした、というのが面白いところです。人間は、今

まで固く信じてきたことが「誤り」であると思いたくないことから、様々な

言い訳（専門的には「認知的不協和の解消」というようですが）を考えます。

例えば、「大洪水が起こらないように祈っている我々に、宇宙人（神様？）

が同情し、大洪水を未然に防いでくれた」などといった物語（ナラティブ）

を考え出すのです。 
  こうした話は、「歴史をどう解釈するか」という場面でも起こり得ます。

日本中世史の専門家である呉座勇一氏は、中世における様々な政変や戦争に

関し、それらの真相を解き明かしたと称する荒唐無稽な陰謀論が数多く存在

する、としてその理由をあげています。そのうち、面白いと思ったものをい

つくかご紹介します。 
⑴ 陰謀の発案者は、100％完璧に将来を見通すことのできる完全無欠の天才

（超能力者）と考えること 
例えば、司馬遼太郎氏の小説「関ヶ原」では、「徳川家康が会津征伐に出

兵したのは、わざと隙を見せて、石田三成などを一網打尽にするため」と

いった感じで書かれていますが、現実には、関ケ原の合戦で絶対に徳川方

（東軍）が勝つ保証はなく（西軍の発出した「内府違いの条々」という文

書は、東軍の結束にかなりのダメージを与える可能性があった）、そうした

意図は徳川家康にはなかったはずだ、とのことです。東軍の結束を図った

ことで有名な「小山評定」（山内一豊が自分の掛川城を提供したという会議）

も、本当にあったかどうかの証拠が不十分、とのことです。 
⑵ 事件で最も利益を得たものが真犯人であると考えること 

例えば、本能寺の変の結果最も利益を得た豊臣秀吉を黒幕とする説があ
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ります。毛利氏との素早い和平や中国地方からの「大返し」を考えると、

豊臣秀吉は黒幕でなくても、明智光秀の謀反を知っていたのではないか、

と疑いたくなります。しかし、当時、かなり毛利氏は追い込まれ和平を渇

望していたのであり、また、明智光秀との決戦（山崎の戦い）に間に合わ

なかった豊臣秀吉配下の兵士も数多くいたようです。 
⑶ 単純明快な因果関係を真実と考えること 

呉座勇一氏は、室町時代の応仁の乱を題材にした新書を書いておられま

すが、「既に夫の足利義政の後継者は、義政の弟（足利義視）に決まってい

たのに、実子（足利義尚）を将軍にしようとした日野富子が応仁の乱を起

こした」とする俗説を強く批判しています。応仁の乱は、畠山氏や斯波氏

の相続問題や、幕府内の有力者の人間関係が複雑に絡んだ結果であり、単

純明快な因果関係では語れない、とおっしゃっています。  
  このほか、「歴史は勝者が残すのであり、私の主張の根拠となるような勝者

にとって不利益となる文書は、既に廃棄されている」という人や、「自分だ

けが歴史の真実を知っている」という人にも、気を付けた方がいいとのこ

とです。 
 
 荒唐無稽な災害話や、歴史の陰謀論だけであれば、あまり害はないのですが、

「〇〇を食べていればガンにはならない」といった疑似科学や、「ウクライナ

という国は本来存在せず、ロシアと一体化すべきだ」といったプーチン大統領

の歴史観、更には「ユダヤ陰謀論」といったものは社会に害悪をまき散らしま

す。 
 こうした議論に惑わされるのは、高学歴のインテリ層が多いという話もあり

ます。お気をつけください。  
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ー御社は、1935年に創業されて以
降、日本の化学工業の発展を支えてきた
老舗企業である、と承知しております。
御社の統合報告書などを読むと、「固
体・液体・気体の分離」技術がコア技術
である、と書かれていますが、まずこれ
についてご説明いただけますか。

田中　化学プラントや食品工場におい
ては、原料から製品に至るまでの生産
プロセスにおいて、特定の物質を抽出
したり分離したりする必要があり、そ
れを行うのが化学工業用機械です。具
体的な手法としては、遠心分離やろ過
といったものがありますが、当社では
創業当時からこうした分野で知識と経
験を積み重ねてきており、これが当社
のコア技術となっています。

ーなるほど。そのコア技術がどのよう
に御社のビジネスで活用されているの
でしょうか。

田中　まずトップに挙げられるのが、
当社の主力製品である三菱セルフジェ
クターです。これは船舶用の油清浄機で
あり、燃料油向け及び潤滑油向けの2つ
の用途で納入しています。船舶用燃料
であるC重油には、スラッジ、水分など
の不純物が含まれているため、当社の
油清浄機は、高速回転の遠心力を使っ
て、エンジンに注入可能になるように
燃料を清浄化します。船舶用の油清浄
機の市場では、当社製品の国内シェア
は90％、世界シェアも40％となってい
ます。世界の造船業は、日本、中国、韓
国に集中していますが、いずれの市場に
おいても、当社の製品は大きなシェアを
占めています。現在、船舶に対する需要
も旺盛であることから、当社の大きな収
益源の一つとなっています。

ー船舶用燃料に関しては、原油から
LNGやアンモニアに移行していく、と
いう話もありますが、これについて
は、どのようにお考えですか。

田中　まず、技術的見地からすると船
舶用燃料が一足飛びにクリーンエネル
ギーに移行していくことは考えにくい
ですし、何を燃料にするにせよ、当面
は従来の燃料を併用する2元燃料エン

ジンが主流となるため、油清浄機の需
要は続くものと想定しています。新燃料
への対応では、様々な条件や仕様に適応
できるよう、造船業の皆様とも共同で
技術開発をしていきたいと考えていま
す。また、当社の船舶用の油清浄機は、
潤滑油の清浄化にも使われているので、
造船業が続く限り、当社の油清浄機への
需要は続くと考えています。
　当社の固液分離技術の応用範囲は広
く、例えば医薬品工場でも当社の機械は
数多く使われています。医薬品の製造工
程においては、「適正な製造管理と品質
管理」（Good Manufacturing Practice；
GMP）が求められていますが、当社の
製品は、こうした社会の要請に適合する
性能を有しています。また、実用化に
向けて期待が高まっている持続可能な
航空燃料（Sustainable Aviation Fuel：
SAF）において、代表的な原料である
廃食油に含まれる不純物を高純度で除
去することも可能です。

ー御社のエンジニアリング事業につ
いても、ご説明いただけますか。

田中　当社では、創業以来、様々なプラ
ントに関するエンジニアリング事業を展
開してきましたが、特にエネルギー関係
ではガス精製に強みを有しています。少
し歴史的な話をしますと、現在都市ガス
の原料はほとんどLNGですが、かつて
はLPG（液化石油ガス）やナフサが主流

でした。当時、これらの原料から都市ガ
スを製造するICI式製造装置は、SNG製
造装置（Substitute Natural Gas：代替
天然ガス）と共に広く採用されており、
当社は日本全国の都市ガス製造のプラン
トを幅広く手掛けておりました。
　実は、この技術を使えば大量の水素を
作ることも可能であることから、当社は
1960年代より水素製造プラントの建設
を行っており、2000年代初頭からは小型
水素製造装置「HyGeia（ハイジェイア）」
の開発によって、産業界における水素の
利用促進に寄与してきました。カーボン
ニュートラルの実現には水素の効率的な
利用が重要な鍵を握っており、当社と
しては、これまでの水素の製造、運搬、
貯留の経験を生かして、小型の高純度
水素製造装置の開発・製造など、水素
関連事業に取り組んでいるところです。
　また、国内で事業を展開するだけでな
く、台湾やタイなどを中心に、海外の化
学プラント事業にも取り組んでいます。

ーここで、御社の将来像についてお
伺いしたいと思います。長期ビジョン
と中期経営計画をお作りになっていま
すね。

田中　はい。まず、2021年11月に、
2050年に向けた社会課題に対応する
企業グループを目指す「三菱化工機
グループ2050経営ビジョン」を策定
し、創立100周年となる2035年を最初
のベンチマークといたしました。当社

では、それまでも3年間の中期計画を
作ってローリングしていたのですが、
社員からは、「経営陣が作成したもの」
といった、どこか他人事とも取れる評
価を受けることもありました。そもそ
も計画の内容を理解できていない社員
も多かったと思います。
　そこで、新しい経営ビジョンを作る
に当たっては、今後の経営層を担う世
代が中心となり、社員全員にアンケー
ト調査を行い「三菱化工機は今後どの
ような会社になるべきか」といったこ
とをヒアリングし、その結果を踏まえ
て関係者で議論を重ねて作成しまし
た。ビジョン検討の中で、2050年の社
会課題として、「CO2・気候変動」「資源
循環」「水・食料」「自然災害」「労働力
不足」の5つを設定し、これらの課題を
解決するため、既存事業の深化と新た
な事業領域の獲得により「持続可能な
循環型社会推進事業」「水素を核とした
クリーンエネルギー事業」「デジタルを
活用した省力・省エネ事業」「水・食・
自然災害等の課題解決に向けた次世代
技術開発事業」の4つの戦略的事業領域
の確立を目指すこととしました。また、
経営上の数値目標として、2035年に
おいて「売上高1,000億円」「営業利益
率7～8％」を設定しました。

ービジョンの中身だけでなく、作成
の手法も今までとは異なっているの
ですね。

田中　さらに、経営ビジョン実現に向
け、戦略的投資を増大し、新規事業創
出の足固めを行っていこうということ
で、2022年5月に、中期経営計画
（2022年度～2024年度）を策定いた
しました。我々は、この計画を「『進化
と変革へ』第一歩」と名付けました。

ー本中期経営計画については、既に
結果が出そろったと思うのですが、そ
の成果について、どのように評価され
ていますか。

田中　まず、売上高・営業利益率などの
事業関連、ROE、配当性向などの財務
関連の目標に関しては、最終年度にお
いて全てクリアいたしました。また、
受注高は、水素還元製鉄実証用の大型
水素製造設備の受注が寄与し、2024年
3月期に過去最高金額を実現いたしまし
た。やや比喩的な表現をすれば、「今後
戦略的事業領域に向かって進む線路が
できた。これからは、戦略的事業領域
を載せた電車を線路に乗せて走らせる
時期になった」ということかもしれま
せん。
　さらに、2024年5月に、FRP（ガラ
ス繊維強化プラスチック）製品等の製
造・販売及び下水処理施設等の維持管
理事業を手掛ける株式会社東総の株式
を取得し、子会社化いたしました。こ
れは当社にとって初のM&A案件です。
しかし、既存事業領域の再構築及び収
益性の改善、グループ経営の推進、企
業価値向上は着実に進捗した一方で、
新規事業の創出や開発技術の製品化は
想定よりも進捗せず、次期中期経営計
画に持ち越された結果となりました。

ー残された課題を達成するために、
本年5月に新たな中期経営計画を作成・
公表されたのですね。

田中　はい。新しい中期経営計画は、
『進化と変革へ』の第2ステージとし

て、経営ビジョン実現に向けた「飛躍
の3年間」とする方針です。具体的に
は、まず、経営ビジョンで定めた「４つ
の戦略的事業領域」を「GX事業」とし
て全社の注力領域に再定義し、その推
進を担う組織として「GX事業推進室」
を新設し、最終年度にGX事業売上高
230億円を目指します。これまでの
「エンジニアリング事業」「単体機械事
業」に、新たな報告セグメントとして
「GX事業」を設け、戦略的事業領域の
さらなる推進・拡大に向けて、定量的
にモニタリング可能な体制への移行を
図ります。
　また、川崎新工場に150億円の投資
を行い、研究開発施設も付設して、
R&Dとモノづくりを一体的に行う施
設を目指します。さらに、過去最高
水準の経営数値目標を設定し、株主
還元の強化と資本効率の向上に取り組
むことでPBR1倍超えの早期達成を目
指します。

ー過去最高水準の数値目標とのこと
ですが、その蓋然性についてはどのよう
にお考えでしょうか。

田中　本中計では最終年度となる2027
年度に売上高900億円、そのうちGX事
業で230億円の売り上げを計画しま
す。蓋然性につきましては、2025年
3月末時点において1,037億円の受注
残高を抱えており、これもまた、過去
最高水準の状況です。売上高を見ます
と、とてもストレッチした目標のよう
にも感じられるかもしれませんが、

現在の受注残高を順調に消化し、計画
通りの受注ができれば十分に達成可能
な数字と考えています。

ー御社の社風について、どのように
お考えですか。

田中　当社は、昔から人を大切にする
企業で、アットホームな温かみのある
社風でしたが、クイックな判断や改革
への感度は必ずしも高いとは言えませ
んでした。しかし、当社が今後とも生き
残っていくためには、従業員一人ひと
りが臨機応変に様々な業務に関われる
枠組みや、隠し事をしないで何でも話
せるような風土が不可欠です。私は、
「自分の部門のことだけを考えず、他部
門が困っていたら、積極的に助けるよ
うにしよう」と言っています。現在、
労働組合にも協力してもらって、社内
に「風土改革委員会」という組織を設
け、組織風土の改革に取り組んでいま
す。この委員会の提言については、取
締役会でも真剣に受け止め、取り組ん
でおり、従業員エンゲージメントの向
上に努めています。

ー最後に、田中様ご自身のお話をお
聞きしたいと思います。田中様は、学
生時代の怪我で苦労された、とお聞き
しました。

田中　私は学生時代、野球とラグビー
をしていたのですが、腰を悪くしてしま
い、大学生の時に全く動けなくなってし
まいました。そこで、2年間休学して、
プールで懸命にリハビリをしました。就
職活動の際に、当社の当時の常務取締役
営業本部長から、「君を是非営業担当と
して採用したい」と言っていただけたの
で入社したのですが、入社後は人事部
局に配属となりました。最初は「あれ」
と思ったのですが、勤労の仕事が自分の
性格に合っていたようで、楽しく仕事を
することができました。その後、タイの
プラント建設に派遣されて苦労もしまし
たが、今振り返れば、様々な人との出会
いもあり、良い経験だったと思います。

ー座右の銘といったものはありますか。

田中　私は学生時代に挫折を経験して
いるので、今自分があるのは周囲の皆さ
んのお陰であるという「お陰様の精神」

三菱化工機株式会社
田中  利一 氏代表取締役 社長執行役員

「固体・液体・気体の分離」が
コア技術
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三菱化工機株式会社様は、1935年（昭和10年）に、三菱各社の出資により、
当時輸入に頼っていた化学工業用機械の国産化のために、化工機製作株式会社として創立されました。
設立以降、日本の化学工業の発展と深く関わりを持ちながら、水質汚濁防止・大気汚染防止などの環境分野をはじめとして、
船舶・産業機械分野、さらには、都市ガス・石油化学・半導体・電子・食品・医薬等、事業分野は多岐にわたります。
常に新しい時代のニーズに対応した装置・設備の設計・製作・建設を一括して請け負い、多くの実績を残し、
コア技術である「固体・液体・気体の分離」技術を醸成してこられました。
三菱化工機株式会社様は、2021年11月に、創業100周年の2035年を目標年次とする「三菱化工機グループ2050経営
ビジョン」を策定され、そのためのアクションプランとして、2022年5月に、中期経営計画（2022年度～2024年度）を
策定し、この成果を踏まえて、本年5月に新たな中期経営計画（2025年度～2027年度）を策定されました。
今回のインタビューでは、「『進化と変革へ』の第２ステージとして、全社の注力領域である『GX事業』を拡大し、
社会課題解決と会社成長を実現する」とされる田中利一様から、老舗企業の経営戦略について、じっくりお話を伺いました。

組織風土の改革を目指す

怪我に苦労した学生時代
「利他の精神」を大切にしています。社
内でも、「周りの人にとって何が今、自
分にできることかということを常に考え
ながらを仕事をしようよ」と言っていま
す。そして、できるだけ楽観主義で生
きることを心がけています。その意味
で、維新の英傑の一人である高杉晋作
の「おもしろき こともなき世を おもし
ろく」という辞世の句が好きですね。

ー本日はお忙しいところ、ありがと
うございました。
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　田中利一様は、栃木県のご出身で、

同じく栃木県で生まれた私は、お会い

する前から、なんとなく親しみを感じ

ていました。インタビューは、会社の

ことをお聞きするのが本旨ですので、

あまり田中様の個人的なお話をお聞き

することはできませんでしたが、怪我

のため大学を2年間休学せざるを得な

かった経験は、田中様の人生観に大き

な影響を与えたのだろうと思います。

　なお、インタビューをした三菱化工機

株式会社様の川崎駅前のオフィスは、

ハイセンスなことが印象的でした。

聞き手：当協会専務理事
前野 陽一

インタビュア後記
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会員企業トップインタビュー

ー御社は、1935年に創業されて以
降、日本の化学工業の発展を支えてきた
老舗企業である、と承知しております。
御社の統合報告書などを読むと、「固
体・液体・気体の分離」技術がコア技術
である、と書かれていますが、まずこれ
についてご説明いただけますか。

田中　化学プラントや食品工場におい
ては、原料から製品に至るまでの生産
プロセスにおいて、特定の物質を抽出
したり分離したりする必要があり、そ
れを行うのが化学工業用機械です。具
体的な手法としては、遠心分離やろ過
といったものがありますが、当社では
創業当時からこうした分野で知識と経
験を積み重ねてきており、これが当社
のコア技術となっています。

ーなるほど。そのコア技術がどのよう
に御社のビジネスで活用されているの
でしょうか。

田中　まずトップに挙げられるのが、
当社の主力製品である三菱セルフジェ
クターです。これは船舶用の油清浄機で
あり、燃料油向け及び潤滑油向けの2つ
の用途で納入しています。船舶用燃料
であるC重油には、スラッジ、水分など
の不純物が含まれているため、当社の
油清浄機は、高速回転の遠心力を使っ
て、エンジンに注入可能になるように
燃料を清浄化します。船舶用の油清浄
機の市場では、当社製品の国内シェア
は90％、世界シェアも40％となってい
ます。世界の造船業は、日本、中国、韓
国に集中していますが、いずれの市場に
おいても、当社の製品は大きなシェアを
占めています。現在、船舶に対する需要
も旺盛であることから、当社の大きな収
益源の一つとなっています。

ー船舶用燃料に関しては、原油から
LNGやアンモニアに移行していく、と
いう話もありますが、これについて
は、どのようにお考えですか。

田中　まず、技術的見地からすると船
舶用燃料が一足飛びにクリーンエネル
ギーに移行していくことは考えにくい
ですし、何を燃料にするにせよ、当面
は従来の燃料を併用する2元燃料エン

ジンが主流となるため、油清浄機の需
要は続くものと想定しています。新燃料
への対応では、様々な条件や仕様に適応
できるよう、造船業の皆様とも共同で
技術開発をしていきたいと考えていま
す。また、当社の船舶用の油清浄機は、
潤滑油の清浄化にも使われているので、
造船業が続く限り、当社の油清浄機への
需要は続くと考えています。
　当社の固液分離技術の応用範囲は広
く、例えば医薬品工場でも当社の機械は
数多く使われています。医薬品の製造工
程においては、「適正な製造管理と品質
管理」（Good Manufacturing Practice；
GMP）が求められていますが、当社の
製品は、こうした社会の要請に適合する
性能を有しています。また、実用化に
向けて期待が高まっている持続可能な
航空燃料（Sustainable Aviation Fuel：
SAF）において、代表的な原料である
廃食油に含まれる不純物を高純度で除
去することも可能です。

ー御社のエンジニアリング事業につ
いても、ご説明いただけますか。

田中　当社では、創業以来、様々なプラ
ントに関するエンジニアリング事業を展
開してきましたが、特にエネルギー関係
ではガス精製に強みを有しています。少
し歴史的な話をしますと、現在都市ガス
の原料はほとんどLNGですが、かつて
はLPG（液化石油ガス）やナフサが主流

でした。当時、これらの原料から都市ガ
スを製造するICI式製造装置は、SNG製
造装置（Substitute Natural Gas：代替
天然ガス）と共に広く採用されており、
当社は日本全国の都市ガス製造のプラン
トを幅広く手掛けておりました。
　実は、この技術を使えば大量の水素を
作ることも可能であることから、当社は
1960年代より水素製造プラントの建設
を行っており、2000年代初頭からは小型
水素製造装置「HyGeia（ハイジェイア）」
の開発によって、産業界における水素の
利用促進に寄与してきました。カーボン
ニュートラルの実現には水素の効率的な
利用が重要な鍵を握っており、当社と
しては、これまでの水素の製造、運搬、
貯留の経験を生かして、小型の高純度
水素製造装置の開発・製造など、水素
関連事業に取り組んでいるところです。
　また、国内で事業を展開するだけでな
く、台湾やタイなどを中心に、海外の化
学プラント事業にも取り組んでいます。

ーここで、御社の将来像についてお
伺いしたいと思います。長期ビジョン
と中期経営計画をお作りになっていま
すね。

田中　はい。まず、2021年11月に、
2050年に向けた社会課題に対応する
企業グループを目指す「三菱化工機
グループ2050経営ビジョン」を策定
し、創立100周年となる2035年を最初
のベンチマークといたしました。当社

では、それまでも3年間の中期計画を
作ってローリングしていたのですが、
社員からは、「経営陣が作成したもの」
といった、どこか他人事とも取れる評
価を受けることもありました。そもそ
も計画の内容を理解できていない社員
も多かったと思います。
　そこで、新しい経営ビジョンを作る
に当たっては、今後の経営層を担う世
代が中心となり、社員全員にアンケー
ト調査を行い「三菱化工機は今後どの
ような会社になるべきか」といったこ
とをヒアリングし、その結果を踏まえ
て関係者で議論を重ねて作成しまし
た。ビジョン検討の中で、2050年の社
会課題として、「CO2・気候変動」「資源
循環」「水・食料」「自然災害」「労働力
不足」の5つを設定し、これらの課題を
解決するため、既存事業の深化と新た
な事業領域の獲得により「持続可能な
循環型社会推進事業」「水素を核とした
クリーンエネルギー事業」「デジタルを
活用した省力・省エネ事業」「水・食・
自然災害等の課題解決に向けた次世代
技術開発事業」の4つの戦略的事業領域
の確立を目指すこととしました。また、
経営上の数値目標として、2035年に
おいて「売上高1,000億円」「営業利益
率7～8％」を設定しました。

ービジョンの中身だけでなく、作成
の手法も今までとは異なっているの
ですね。

田中　さらに、経営ビジョン実現に向
け、戦略的投資を増大し、新規事業創
出の足固めを行っていこうということ
で、2022年5月に、中期経営計画
（2022年度～2024年度）を策定いた
しました。我々は、この計画を「『進化
と変革へ』第一歩」と名付けました。

ー本中期経営計画については、既に
結果が出そろったと思うのですが、そ
の成果について、どのように評価され
ていますか。

田中　まず、売上高・営業利益率などの
事業関連、ROE、配当性向などの財務
関連の目標に関しては、最終年度にお
いて全てクリアいたしました。また、
受注高は、水素還元製鉄実証用の大型
水素製造設備の受注が寄与し、2024年
3月期に過去最高金額を実現いたしまし
た。やや比喩的な表現をすれば、「今後
戦略的事業領域に向かって進む線路が
できた。これからは、戦略的事業領域
を載せた電車を線路に乗せて走らせる
時期になった」ということかもしれま
せん。
　さらに、2024年5月に、FRP（ガラ
ス繊維強化プラスチック）製品等の製
造・販売及び下水処理施設等の維持管
理事業を手掛ける株式会社東総の株式
を取得し、子会社化いたしました。こ
れは当社にとって初のM&A案件です。
しかし、既存事業領域の再構築及び収
益性の改善、グループ経営の推進、企
業価値向上は着実に進捗した一方で、
新規事業の創出や開発技術の製品化は
想定よりも進捗せず、次期中期経営計
画に持ち越された結果となりました。

ー残された課題を達成するために、
本年5月に新たな中期経営計画を作成・
公表されたのですね。

田中　はい。新しい中期経営計画は、
『進化と変革へ』の第2ステージとし

て、経営ビジョン実現に向けた「飛躍
の3年間」とする方針です。具体的に
は、まず、経営ビジョンで定めた「４つ
の戦略的事業領域」を「GX事業」とし
て全社の注力領域に再定義し、その推
進を担う組織として「GX事業推進室」
を新設し、最終年度にGX事業売上高
230億円を目指します。これまでの
「エンジニアリング事業」「単体機械事
業」に、新たな報告セグメントとして
「GX事業」を設け、戦略的事業領域の
さらなる推進・拡大に向けて、定量的
にモニタリング可能な体制への移行を
図ります。
　また、川崎新工場に150億円の投資
を行い、研究開発施設も付設して、
R&Dとモノづくりを一体的に行う施
設を目指します。さらに、過去最高
水準の経営数値目標を設定し、株主
還元の強化と資本効率の向上に取り組
むことでPBR1倍超えの早期達成を目
指します。

ー過去最高水準の数値目標とのこと
ですが、その蓋然性についてはどのよう
にお考えでしょうか。

田中　本中計では最終年度となる2027
年度に売上高900億円、そのうちGX事
業で230億円の売り上げを計画しま
す。蓋然性につきましては、2025年
3月末時点において1,037億円の受注
残高を抱えており、これもまた、過去
最高水準の状況です。売上高を見ます
と、とてもストレッチした目標のよう
にも感じられるかもしれませんが、

現在の受注残高を順調に消化し、計画
通りの受注ができれば十分に達成可能
な数字と考えています。

ー御社の社風について、どのように
お考えですか。

田中 当社は、昔から人を大切にする
企業で、アットホームな温かみのある
社風でしたが、クイックな判断や改革
への感度は必ずしも高いとは言えませ
んでした。しかし、当社が今後とも生き
残っていくためには、従業員一人ひと
りが臨機応変に様々な業務に関われる
枠組みや、隠し事をしないで何でも話
せるような風土が不可欠です。私は、
「自分の部門のことだけを考えず、他部
門が困っていたら、積極的に助けるよ
うにしよう」と言っています。現在、
労働組合にも協力してもらって、社内
に「風土改革委員会」という組織を設
け、組織風土の改革に取り組んでいま
す。この委員会の提言については、取
締役会でも真剣に受け止め、取り組ん
でおり、従業員エンゲージメントの向
上に努めています。

ー最後に、田中様ご自身のお話をお
聞きしたいと思います。田中様は、学
生時代の怪我で苦労された、とお聞き
しました。

田中 私は学生時代、野球とラグビー
をしていたのですが、腰を悪くしてしま
い、大学生の時に全く動けなくなってし
まいました。そこで、2年間休学して、
プールで懸命にリハビリをしました。就
職活動の際に、当社の当時の常務取締役
営業本部長から、「君を是非営業担当と
して採用したい」と言っていただけたの
で入社したのですが、入社後は人事部
局に配属となりました。最初は「あれ」
と思ったのですが、勤労の仕事が自分の
性格に合っていたようで、楽しく仕事を
することができました。その後、タイの
プラント建設に派遣されて苦労もしまし
たが、今振り返れば、様々な人との出会
いもあり、良い経験だったと思います。

ー座右の銘といったものはありますか。

田中　私は学生時代に挫折を経験して
いるので、今自分があるのは周囲の皆さ
んのお陰であるという「お陰様の精神」

「利他の精神」を大切にしています。社
内でも、「周りの人にとって何が今、自
分にできることかということを常に考え
ながらを仕事をしようよ」と言っていま
す。そして、できるだけ楽観主義で生
きることを心がけています。その意味
で、維新の英傑の一人である高杉晋作
の「おもしろき こともなき世を おもし
ろく」という辞世の句が好きですね。

ー本日はお忙しいところ、ありがと
うございました。

国内シェア90％、
世界シェア40％を誇る
船舶用油清浄機

ガス精製、
水素製造に強みを有する
エンジニアリング事業

5つの社会課題と
４つの戦略的事業領域

中期経営計画の作成
～『進化と変革へ』第一歩～

新たな中期経営計画の作成
～『進化と変革へ』2.0～

田中  利一（たなか　としかず）

1959年栃木県に生まれる。

1985年早稲田大学商学部卒業、同年三菱化工機株式会社

に入社。2015年同社執行役員管理本部長兼総務人事部長、

2016年取締役管理本部長。2021年6月取締役社長に就任、

現在に至る。

※新しい執行体制への移行に伴い、2025年6月より当社
代表取締役 社長執行役員

三菱セルフジェクター SJ-Hシリーズ

医薬GMP対応横型ピーラー遠心分離機
（HZ-PhII）三菱-KM式

小型オンサイト水素製造装置
「HyGeia（ハイジェイア）シリーズ」
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会員企業トップインタビュー

ー御社は、1935年に創業されて以
降、日本の化学工業の発展を支えてきた
老舗企業である、と承知しております。
御社の統合報告書などを読むと、「固
体・液体・気体の分離」技術がコア技術
である、と書かれていますが、まずこれ
についてご説明いただけますか。

田中　化学プラントや食品工場におい
ては、原料から製品に至るまでの生産
プロセスにおいて、特定の物質を抽出
したり分離したりする必要があり、そ
れを行うのが化学工業用機械です。具
体的な手法としては、遠心分離やろ過
といったものがありますが、当社では
創業当時からこうした分野で知識と経
験を積み重ねてきており、これが当社
のコア技術となっています。

ーなるほど。そのコア技術がどのよう
に御社のビジネスで活用されているの
でしょうか。

田中　まずトップに挙げられるのが、
当社の主力製品である三菱セルフジェ
クターです。これは船舶用の油清浄機で
あり、燃料油向け及び潤滑油向けの2つ
の用途で納入しています。船舶用燃料
であるC重油には、スラッジ、水分など
の不純物が含まれているため、当社の
油清浄機は、高速回転の遠心力を使っ
て、エンジンに注入可能になるように
燃料を清浄化します。船舶用の油清浄
機の市場では、当社製品の国内シェア
は90％、世界シェアも40％となってい
ます。世界の造船業は、日本、中国、韓
国に集中していますが、いずれの市場に
おいても、当社の製品は大きなシェアを
占めています。現在、船舶に対する需要
も旺盛であることから、当社の大きな収
益源の一つとなっています。

ー船舶用燃料に関しては、原油から
LNGやアンモニアに移行していく、と
いう話もありますが、これについて
は、どのようにお考えですか。

田中　まず、技術的見地からすると船
舶用燃料が一足飛びにクリーンエネル
ギーに移行していくことは考えにくい
ですし、何を燃料にするにせよ、当面
は従来の燃料を併用する2元燃料エン

ジンが主流となるため、油清浄機の需
要は続くものと想定しています。新燃料
への対応では、様々な条件や仕様に適応
できるよう、造船業の皆様とも共同で
技術開発をしていきたいと考えていま
す。また、当社の船舶用の油清浄機は、
潤滑油の清浄化にも使われているので、
造船業が続く限り、当社の油清浄機への
需要は続くと考えています。
　当社の固液分離技術の応用範囲は広
く、例えば医薬品工場でも当社の機械は
数多く使われています。医薬品の製造工
程においては、「適正な製造管理と品質
管理」（Good Manufacturing Practice；
GMP）が求められていますが、当社の
製品は、こうした社会の要請に適合する
性能を有しています。また、実用化に
向けて期待が高まっている持続可能な
航空燃料（Sustainable Aviation Fuel：
SAF）において、代表的な原料である
廃食油に含まれる不純物を高純度で除
去することも可能です。

ー御社のエンジニアリング事業につ
いても、ご説明いただけますか。

田中　当社では、創業以来、様々なプラ
ントに関するエンジニアリング事業を展
開してきましたが、特にエネルギー関係
ではガス精製に強みを有しています。少
し歴史的な話をしますと、現在都市ガス
の原料はほとんどLNGですが、かつて
はLPG（液化石油ガス）やナフサが主流

でした。当時、これらの原料から都市ガ
スを製造するICI式製造装置は、SNG製
造装置（Substitute Natural Gas：代替
天然ガス）と共に広く採用されており、
当社は日本全国の都市ガス製造のプラン
トを幅広く手掛けておりました。
　実は、この技術を使えば大量の水素を
作ることも可能であることから、当社は
1960年代より水素製造プラントの建設
を行っており、2000年代初頭からは小型
水素製造装置「HyGeia（ハイジェイア）」
の開発によって、産業界における水素の
利用促進に寄与してきました。カーボン
ニュートラルの実現には水素の効率的な
利用が重要な鍵を握っており、当社と
しては、これまでの水素の製造、運搬、
貯留の経験を生かして、小型の高純度
水素製造装置の開発・製造など、水素
関連事業に取り組んでいるところです。
　また、国内で事業を展開するだけでな
く、台湾やタイなどを中心に、海外の化
学プラント事業にも取り組んでいます。

ーここで、御社の将来像についてお
伺いしたいと思います。長期ビジョン
と中期経営計画をお作りになっていま
すね。

田中　はい。まず、2021年11月に、
2050年に向けた社会課題に対応する
企業グループを目指す「三菱化工機
グループ2050経営ビジョン」を策定
し、創立100周年となる2035年を最初
のベンチマークといたしました。当社

では、それまでも3年間の中期計画を
作ってローリングしていたのですが、
社員からは、「経営陣が作成したもの」
といった、どこか他人事とも取れる評
価を受けることもありました。そもそ
も計画の内容を理解できていない社員
も多かったと思います。
　そこで、新しい経営ビジョンを作る
に当たっては、今後の経営層を担う世
代が中心となり、社員全員にアンケー
ト調査を行い「三菱化工機は今後どの
ような会社になるべきか」といったこ
とをヒアリングし、その結果を踏まえ
て関係者で議論を重ねて作成しまし
た。ビジョン検討の中で、2050年の社
会課題として、「CO2・気候変動」「資源
循環」「水・食料」「自然災害」「労働力
不足」の5つを設定し、これらの課題を
解決するため、既存事業の深化と新た
な事業領域の獲得により「持続可能な
循環型社会推進事業」「水素を核とした
クリーンエネルギー事業」「デジタルを
活用した省力・省エネ事業」「水・食・
自然災害等の課題解決に向けた次世代
技術開発事業」の4つの戦略的事業領域
の確立を目指すこととしました。また、
経営上の数値目標として、2035年に
おいて「売上高1,000億円」「営業利益
率7～8％」を設定しました。

ービジョンの中身だけでなく、作成
の手法も今までとは異なっているの
ですね。

田中　さらに、経営ビジョン実現に向
け、戦略的投資を増大し、新規事業創
出の足固めを行っていこうということ
で、2022年5月に、中期経営計画
（2022年度～2024年度）を策定いた
しました。我々は、この計画を「『進化
と変革へ』第一歩」と名付けました。

ー本中期経営計画については、既に
結果が出そろったと思うのですが、そ
の成果について、どのように評価され
ていますか。

田中　まず、売上高・営業利益率などの
事業関連、ROE、配当性向などの財務
関連の目標に関しては、最終年度にお
いて全てクリアいたしました。また、
受注高は、水素還元製鉄実証用の大型
水素製造設備の受注が寄与し、2024年
3月期に過去最高金額を実現いたしまし
た。やや比喩的な表現をすれば、「今後
戦略的事業領域に向かって進む線路が
できた。これからは、戦略的事業領域
を載せた電車を線路に乗せて走らせる
時期になった」ということかもしれま
せん。
　さらに、2024年5月に、FRP（ガラ
ス繊維強化プラスチック）製品等の製
造・販売及び下水処理施設等の維持管
理事業を手掛ける株式会社東総の株式
を取得し、子会社化いたしました。こ
れは当社にとって初のM&A案件です。
しかし、既存事業領域の再構築及び収
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ー御社は、1935年に創業されて以
降、日本の化学工業の発展を支えてきた
老舗企業である、と承知しております。
御社の統合報告書などを読むと、「固
体・液体・気体の分離」技術がコア技術
である、と書かれていますが、まずこれ
についてご説明いただけますか。

田中　化学プラントや食品工場におい
ては、原料から製品に至るまでの生産
プロセスにおいて、特定の物質を抽出
したり分離したりする必要があり、そ
れを行うのが化学工業用機械です。具
体的な手法としては、遠心分離やろ過
といったものがありますが、当社では
創業当時からこうした分野で知識と経
験を積み重ねてきており、これが当社
のコア技術となっています。

ーなるほど。そのコア技術がどのよう
に御社のビジネスで活用されているの
でしょうか。

田中　まずトップに挙げられるのが、
当社の主力製品である三菱セルフジェ
クターです。これは船舶用の油清浄機で
あり、燃料油向け及び潤滑油向けの2つ
の用途で納入しています。船舶用燃料
であるC重油には、スラッジ、水分など
の不純物が含まれているため、当社の
油清浄機は、高速回転の遠心力を使っ
て、エンジンに注入可能になるように
燃料を清浄化します。船舶用の油清浄
機の市場では、当社製品の国内シェア
は90％、世界シェアも40％となってい
ます。世界の造船業は、日本、中国、韓
国に集中していますが、いずれの市場に
おいても、当社の製品は大きなシェアを
占めています。現在、船舶に対する需要
も旺盛であることから、当社の大きな収
益源の一つとなっています。

ー船舶用燃料に関しては、原油から
LNGやアンモニアに移行していく、と
いう話もありますが、これについて
は、どのようにお考えですか。

田中 まず、技術的見地からすると船
舶用燃料が一足飛びにクリーンエネル
ギーに移行していくことは考えにくい
ですし、何を燃料にするにせよ、当面
は従来の燃料を併用する2元燃料エン

ジンが主流となるため、油清浄機の需
要は続くものと想定しています。新燃料
への対応では、様々な条件や仕様に適応
できるよう、造船業の皆様とも共同で
技術開発をしていきたいと考えていま
す。また、当社の船舶用の油清浄機は、
潤滑油の清浄化にも使われているので、
造船業が続く限り、当社の油清浄機への
需要は続くと考えています。
　当社の固液分離技術の応用範囲は広
く、例えば医薬品工場でも当社の機械は
数多く使われています。医薬品の製造工
程においては、「適正な製造管理と品質
管理」（Good Manufacturing Practice；
GMP）が求められていますが、当社の
製品は、こうした社会の要請に適合する
性能を有しています。また、実用化に
向けて期待が高まっている持続可能な
航空燃料（Sustainable Aviation Fuel：
SAF）において、代表的な原料である
廃食油に含まれる不純物を高純度で除
去することも可能です。

ー御社のエンジニアリング事業につ
いても、ご説明いただけますか。

田中 当社では、創業以来、様々なプラ
ントに関するエンジニアリング事業を展
開してきましたが、特にエネルギー関係
ではガス精製に強みを有しています。少
し歴史的な話をしますと、現在都市ガス
の原料はほとんどLNGですが、かつて
はLPG（液化石油ガス）やナフサが主流

でした。当時、これらの原料から都市ガ
スを製造するICI式製造装置は、SNG製
造装置（Substitute Natural Gas：代替
天然ガス）と共に広く採用されており、
当社は日本全国の都市ガス製造のプラン
トを幅広く手掛けておりました。
実は、この技術を使えば大量の水素を

作ることも可能であることから、当社は
1960年代より水素製造プラントの建設
を行っており、2000年代初頭からは小型
水素製造装置「HyGeia（ハイジェイア）」
の開発によって、産業界における水素の
利用促進に寄与してきました。カーボン
ニュートラルの実現には水素の効率的な
利用が重要な鍵を握っており、当社と
しては、これまでの水素の製造、運搬、
貯留の経験を生かして、小型の高純度
水素製造装置の開発・製造など、水素
関連事業に取り組んでいるところです。
また、国内で事業を展開するだけでな

く、台湾やタイなどを中心に、海外の化
学プラント事業にも取り組んでいます。

ーここで、御社の将来像についてお
伺いしたいと思います。長期ビジョン
と中期経営計画をお作りになっていま
すね。

田中　はい。まず、2021年11月に、
2050年に向けた社会課題に対応する
企業グループを目指す「三菱化工機
グループ2050経営ビジョン」を策定
し、創立100周年となる2035年を最初
のベンチマークといたしました。当社

では、それまでも3年間の中期計画を
作ってローリングしていたのですが、
社員からは、「経営陣が作成したもの」
といった、どこか他人事とも取れる評
価を受けることもありました。そもそ
も計画の内容を理解できていない社員
も多かったと思います。
　そこで、新しい経営ビジョンを作る
に当たっては、今後の経営層を担う世
代が中心となり、社員全員にアンケー
ト調査を行い「三菱化工機は今後どの
ような会社になるべきか」といったこ
とをヒアリングし、その結果を踏まえ
て関係者で議論を重ねて作成しまし
た。ビジョン検討の中で、2050年の社
会課題として、「CO2・気候変動」「資源
循環」「水・食料」「自然災害」「労働力
不足」の5つを設定し、これらの課題を
解決するため、既存事業の深化と新た
な事業領域の獲得により「持続可能な
循環型社会推進事業」「水素を核とした
クリーンエネルギー事業」「デジタルを
活用した省力・省エネ事業」「水・食・
自然災害等の課題解決に向けた次世代
技術開発事業」の4つの戦略的事業領域
の確立を目指すこととしました。また、
経営上の数値目標として、2035年に
おいて「売上高1,000億円」「営業利益
率7～8％」を設定しました。

ービジョンの中身だけでなく、作成
の手法も今までとは異なっているの
ですね。

田中　さらに、経営ビジョン実現に向
け、戦略的投資を増大し、新規事業創
出の足固めを行っていこうということ
で、2022年5月に、中期経営計画
（2022年度～2024年度）を策定いた
しました。我々は、この計画を「『進化
と変革へ』第一歩」と名付けました。

ー本中期経営計画については、既に
結果が出そろったと思うのですが、そ
の成果について、どのように評価され
ていますか。

田中 まず、売上高・営業利益率などの
事業関連、ROE、配当性向などの財務
関連の目標に関しては、最終年度にお
いて全てクリアいたしました。また、
受注高は、水素還元製鉄実証用の大型
水素製造設備の受注が寄与し、2024年
3月期に過去最高金額を実現いたしまし
た。やや比喩的な表現をすれば、「今後
戦略的事業領域に向かって進む線路が
できた。これからは、戦略的事業領域
を載せた電車を線路に乗せて走らせる
時期になった」ということかもしれま
せん。
　さらに、2024年5月に、FRP（ガラ
ス繊維強化プラスチック）製品等の製
造・販売及び下水処理施設等の維持管
理事業を手掛ける株式会社東総の株式
を取得し、子会社化いたしました。こ
れは当社にとって初のM&A案件です。
しかし、既存事業領域の再構築及び収
益性の改善、グループ経営の推進、企
業価値向上は着実に進捗した一方で、
新規事業の創出や開発技術の製品化は
想定よりも進捗せず、次期中期経営計
画に持ち越された結果となりました。

ー残された課題を達成するために、
本年5月に新たな中期経営計画を作成・
公表されたのですね。

田中　はい。新しい中期経営計画は、
『進化と変革へ』の第2ステージとし

て、経営ビジョン実現に向けた「飛躍
の3年間」とする方針です。具体的に
は、まず、経営ビジョンで定めた「４つ
の戦略的事業領域」を「GX事業」とし
て全社の注力領域に再定義し、その推
進を担う組織として「GX事業推進室」
を新設し、最終年度にGX事業売上高
230億円を目指します。これまでの
「エンジニアリング事業」「単体機械事
業」に、新たな報告セグメントとして
「GX事業」を設け、戦略的事業領域の
さらなる推進・拡大に向けて、定量的
にモニタリング可能な体制への移行を
図ります。
　また、川崎新工場に150億円の投資
を行い、研究開発施設も付設して、
R&Dとモノづくりを一体的に行う施
設を目指します。さらに、過去最高
水準の経営数値目標を設定し、株主
還元の強化と資本効率の向上に取り組
むことでPBR1倍超えの早期達成を目
指します。

ー過去最高水準の数値目標とのこと
ですが、その蓋然性についてはどのよう
にお考えでしょうか。

田中　本中計では最終年度となる2027
年度に売上高900億円、そのうちGX事
業で230億円の売り上げを計画しま
す。蓋然性につきましては、2025年
3月末時点において1,037億円の受注
残高を抱えており、これもまた、過去
最高水準の状況です。売上高を見ます
と、とてもストレッチした目標のよう
にも感じられるかもしれませんが、

現在の受注残高を順調に消化し、計画
通りの受注ができれば十分に達成可能
な数字と考えています。

ー御社の社風について、どのように
お考えですか。

田中　当社は、昔から人を大切にする
企業で、アットホームな温かみのある
社風でしたが、クイックな判断や改革
への感度は必ずしも高いとは言えませ
んでした。しかし、当社が今後とも生き
残っていくためには、従業員一人ひと
りが臨機応変に様々な業務に関われる
枠組みや、隠し事をしないで何でも話
せるような風土が不可欠です。私は、
「自分の部門のことだけを考えず、他部
門が困っていたら、積極的に助けるよ
うにしよう」と言っています。現在、
労働組合にも協力してもらって、社内
に「風土改革委員会」という組織を設
け、組織風土の改革に取り組んでいま
す。この委員会の提言については、取
締役会でも真剣に受け止め、取り組ん
でおり、従業員エンゲージメントの向
上に努めています。

ー最後に、田中様ご自身のお話をお
聞きしたいと思います。田中様は、学
生時代の怪我で苦労された、とお聞き
しました。

田中　私は学生時代、野球とラグビー
をしていたのですが、腰を悪くしてしま
い、大学生の時に全く動けなくなってし
まいました。そこで、2年間休学して、
プールで懸命にリハビリをしました。就
職活動の際に、当社の当時の常務取締役
営業本部長から、「君を是非営業担当と
して採用したい」と言っていただけたの
で入社したのですが、入社後は人事部
局に配属となりました。最初は「あれ」
と思ったのですが、勤労の仕事が自分の
性格に合っていたようで、楽しく仕事を
することができました。その後、タイの
プラント建設に派遣されて苦労もしまし
たが、今振り返れば、様々な人との出会
いもあり、良い経験だったと思います。

ー座右の銘といったものはありますか。

田中　私は学生時代に挫折を経験して
いるので、今自分があるのは周囲の皆さ
んのお陰であるという「お陰様の精神」
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三菱化工機株式会社様は、1935年（昭和10年）に、三菱各社の出資により、
当時輸入に頼っていた化学工業用機械の国産化のために、化工機製作株式会社として創立されました。
設立以降、日本の化学工業の発展と深く関わりを持ちながら、水質汚濁防止・大気汚染防止などの環境分野をはじめとして、
船舶・産業機械分野、さらには、都市ガス・石油化学・半導体・電子・食品・医薬等、事業分野は多岐にわたります。
常に新しい時代のニーズに対応した装置・設備の設計・製作・建設を一括して請け負い、多くの実績を残し、
コア技術である「固体・液体・気体の分離」技術を醸成してこられました。
三菱化工機株式会社様は、2021年11月に、創業100周年の2035年を目標年次とする「三菱化工機グループ2050経営
ビジョン」を策定され、そのためのアクションプランとして、2022年5月に、中期経営計画（2022年度～2024年度）を
策定し、この成果を踏まえて、本年5月に新たな中期経営計画（2025年度～2027年度）を策定されました。
今回のインタビューでは、「『進化と変革へ』の第２ステージとして、全社の注力領域である『GX事業』を拡大し、
社会課題解決と会社成長を実現する」とされる田中利一様から、老舗企業の経営戦略について、じっくりお話を伺いました。

組織風土の改革を目指す

怪我に苦労した学生時代
「利他の精神」を大切にしています。社
内でも、「周りの人にとって何が今、自
分にできることかということを常に考え
ながらを仕事をしようよ」と言っていま
す。そして、できるだけ楽観主義で生
きることを心がけています。その意味
で、維新の英傑の一人である高杉晋作
の「おもしろき こともなき世を おもし
ろく」という辞世の句が好きですね。

ー本日はお忙しいところ、ありがと
うございました。
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　田中利一様は、栃木県のご出身で、

同じく栃木県で生まれた私は、お会い

する前から、なんとなく親しみを感じ

ていました。インタビューは、会社の

ことをお聞きするのが本旨ですので、

あまり田中様の個人的なお話をお聞き

することはできませんでしたが、怪我

のため大学を2年間休学せざるを得な

かった経験は、田中様の人生観に大き

な影響を与えたのだろうと思います。

　なお、インタビューをした三菱化工機

株式会社様の川崎駅前のオフィスは、

ハイセンスなことが印象的でした。
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